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地震の翌日、業者がやつ 「屋根瓦 がずれ

てあげる」 とているのでブルー

言つて、高額な屋根
工事契約 をその場

でさせられた。 鴨

蒙

地震に便乗 した、屋根工事等

の トラブルについての相談

が寄せられています。

<鶴 :こ雛 な懇ヽためのポ金 卜>
●屋根や住宅の修理工事などについては、必ず複数の業者に見積もり依頼をして

ください。
●その場で契約をせまられてもすぐ決めないで、慎重に行いましょう。
●なお、契約後でも、クーリング・オフできる場合があります。

ブル ー シ ー トを張 った の で

作 業 代 一 式 で 15万円で す .

●不安を感じたり、国つたときは、消費生活センターにすぐ相談してください

相談受付 :月 曜日～金曜日  9:00-16:30

第 2・ 第 4土曜日 9:00-12100
(祝日1ま除く)

相 談 電 話 :072-624-1999

イラス ト:いらすとや 使用許諾あり 茨本市消費生活センター



師 実家の臨 宅に業者瀬 れ、「地震で瓦が

落ちているので、修爾 必要だ。すぐに屋根の修

理工事をしたほうがよい」と勧誘し、両親は契約し

てしまったょうだ。震災に便乗した商法ではな

し`かと不審ほ憲う。        .1‐

篭硼F「行政から補助金が出る」と、

震災後のリフォームエ事の勧誘が横

行してしヽるようだ。近所も液状化現象が  ・
起きており、今後補修工事だ義要な

家はた<さんある。勧誘このつて

しまうのではなしヽかと心配だ。

中   「北海道産の力二を半額で

買わなしヽか、売上金の一部を震災

の義援金にする」との電話勧誘が

あつた。信用できるか。
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震業に使薫した悪質薔法
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●災書時の混乱や、被災者を支援したいという気持ちにつljこ んだ便乗繭法

と疑われる相談が寄せられています。今後被書が広がる可能性があります
ので、被害防上のために紹介するものです。

●その場ですぐに契約してはいけません。頼んでもいないのに押しかけてき
て、しつこく勧誘する業者には特に注意してくださb、

●公的な制度については、業者の説明をうのみにせず、必ず自治体に確認しま
しょう。

● この他にも、義援金名日の振り込め詐欺にも注意が必要です。
●被書に遭いそうになったとき、被書に遭ってしまったときは、すぐにお住ま

いの自治体の消費生活センター等にご相談ください (消費生活ホットライン

188)。
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